
当分野では, 顎顔面領域の様々な疾患の診断向上の

ための研究, また活性酸素, ミトコンドリアをターゲッ

トとし, 癌および様々な疾患の原因解明に関する研究,

そのほか放射線の人体に対する影響, 放射線被曝測定

についての研究なども行っております｡����
●放射線の人体に対する影響の研究：我々は宇宙で一

定期間哺乳細胞を培養し, その細胞を用い宇宙放射

線による哺乳細胞に対する影響を調べる研究を行っ

ております｡ また培養細胞に放射線を照射してその

影響について, 分子生物学的なアポローチにより機

序解明を行っております｡

●被曝線量測定法の確立に関する研究：放射線被曝測

定の中でも, 内部被曝線量を測定するのは難しいの

ですが, 歯のハイドロキシアパタイ結晶中に含まれ

る不純物の炭酸イオンは放射線により�� －
２ という

ラジカルを生成することが知られています｡ このラ

ジカルを測定し, ラジカル信号強度と線量の間には

相関関係があることから, 被曝線量を推定すること

が可能であり, 我々は歯牙を用いた放射線線量測定

の研究を行っております｡

●活性酸素およびミトコンドリアが関連する疾病の発

生機序の解明研究：歯周病をはじめとする生活習慣

病, 癌, 関節リウマチ, 難病の原因の多くは活性酸

素が関係しており, その活性酸素の発生源であるミ

トコンドリアに着目し, 我々は様々な疾病の発生機

序解明の研究を行っております｡

●顎顔面領域の核医学診断学的研究：放射性医薬品の

腫瘍集積は細胞の活性を反映しており, 核医学診断

では 201���や 99���������などの放射性医薬品を
用いた腫瘍の質的診断, 18������を用いた���腫

瘍診断など, 腫瘍診断向上を目指した研究を行って

おります｡ また, 99�������や 99����������など
の放射性医薬品を用いたリンパ節転移の検索も行っ

ております｡ 基礎的な研究としては, 放射性医薬品

の腫瘍集積と輸送蛋白との関係性について, そのメ

カニズムの解明を行っております｡

●顎関節症の画像診断学的研究：顎関節症の疼痛発生

メカニズムの解明を目指し, ��造影���による顎
関節滑膜炎の定量的評価や �����������������������������法を応用し, 顎関節症における咀嚼筋部の
浮腫性変化の評価, また３次元�������������を用
いた咀嚼機能時の脳活動解析といった研究を行って

おります｡ 基礎的な研究としては, 顎関節症の病態

の分子機構に関する研究を行っております｡�����������������
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・培養細胞系におけるシグナル発現に関する蛍光染色,

タンパク質検出および遺伝子解析技術

・生細胞における活性酸素の可視評価

・腫瘍細胞の放射性医薬品輸送蛋白発現に関する免疫

組織化学染色

・���法による咀嚼筋浮腫性変化の診断技術
・３次元�������������による顎機能時の脳活動解析
技術��������������������
１. 基盤�(～2012年度) 頭頸部癌治療による口腔粘

膜障害低減を目指した内因性酸化ストレス抑制療

法の確立

２. 基盤�(～2012年度) エストロゲン依存性疾患の

活性酸素種産生に対するエストロゲンレセプター

量の役割

３. 基盤�(～2013年度) 28日間宇宙環境に暴露され

た細胞は細胞死に対して抵抗性を獲得するか？��������
医学系：筑波大学医学部, 東京大学医学部, 放射線医

学総合研究所, ����, 農業生物資源研究所
乾燥耐性研究ユニット, 九州大学先端融合医

療レドックスナビ研究拠点, オーストラリア
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歯学系：日本大学松戸歯学部, 日本大学歯学部, 鹿児

島大学歯科矯正学分野 等
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